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１ 【臨時報告書の訂正報告書の提出理由】

平成30年３月16日付でゴールドマン・サックス証券株式会社（以下「ゴールドマン・サックス」といいます。）と

当社グループが所有する不動産のセールアンドリースバック取引を実施したことに伴い、平成30年３月19日付で金融

商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第19号の規定に基づき提出した

臨時報告書について、記載事項の一部に訂正すべき事象が発生しましたので、金融商品取引法第24条の５第５項に基

づき臨時報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 
２ 【訂正事項】

　２　報告内容

　　（３）当該事象の連結損益に与える影響額

 
３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

 
なお、変更の主な理由は、当初の固定資産売却益の計算において、開示当時に売却原価に含んでいなかった浅草の

ホテルに係る信託借地権195 百万円を、新たに追加したためであります。なお、当費用を売却時の原価に移動したこ

とにより、その分だけ長期前受収益が増加し、今後リース期間で按分計上される建物に係る利益の予定金額が増加す

ることとなります。

 
（訂正前）

当該譲渡に伴い、平成30 年12月期において札幌を除く３ホテルの土地部分に係る固定資産売却益1,447百万円

を特別利益として計上する予定です。また、同３ホテルの建物等に係る固定資産売却益については1,100百万円程

度と見積もっておりますが、これは売却時点では長期前受収益として計上し、20年間のリース期間に応じて按分

計上（年当たり55百万円程度）を行ってまいります。

 
（訂正後）

当該譲渡に伴い、平成30 年12月期において札幌を除く３ホテルの土地部分に係る固定資産売却益1,251百万円

を特別利益として計上しました。また、同３ホテルの建物等に係る固定資産売却益については1,295百万円程度と

見積もっておりますが、これは売却時点では長期前受収益として計上し、20年間のリース期間に応じて按分計上

（年当たり64百万円程度）を行ってまいります。

 
以　　上
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